愛知県衛生対策審議会感染症対策専門部会運営要綱（案）
（目的）

第１　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成１０年法律第１１４号）の一部改正に伴い、同法第１０条第１項の規定に基づき、平成１１年９月に策定した愛知県感染症予防計画（以下「感染症予防計画」という。）の一部改正、及び旧結核予防法（昭和２６年法律第９６号。平成１９年３月３１日廃止。）第3条の４第1項の規定に基づき、平成１７年８月に策定した愛知県結核予防計画（以下「結核予防計画」という。）の廃止について審議するため、愛知県衛生対策審議会条例（昭和４４年愛知県条例第７号。以下「条例」という。）第７条第１項の規定に基づき、愛知県衛生対策審議会感染症対策専門部会（以下「専門部会」という。）を設置する。
（審議事項）

第２　専門部会は、感染症予防計画の一部改正及び結核予防計画の廃止について審議を行う。

（構成）

第３　専門部会は、委員及び専門委員十人以内で構成する。

（会議）

第４　専門部会は、部会長が招集する。

２　部会長は、必要に応じ関係者を専門部会に出席させることができる。

（庶務）

第５　専門部会の庶務は、健康福祉部健康担当局健康対策課において処理する。

（廃止）

第６　専門部会は、会長が感染症予防計画の一部改正及び結核予防計画の廃止について愛知県知事に答申した日をもって廃止する。
　　　附　則

　この要綱は、平成１９年７月　　日から施行する。
資料　４








